
長野県小児科医会「子ども医療費窓口

無料化」を求める 要望書提出！

  

長野県下の小児科医師でつくる長野県小児科医会は、６月１１日高島会長名で「子どもの医療

費窓口無料化を求める要望書」を阿部知事、小林健康福祉部長、西沢県会議長、関医師会長にそれ

ぞれ提出しました。

この要望書提出は、すすめ

る会長の和田医師が、５月３

１日に開催された小児科医会

の総会・学術研修セミナーで

行った「子どもの貧困とその

対策」の講演が契機となった

ものです。

今回提出された要望書では

「私たち小児科医も日々の診

療になかで、（貧困家庭で育っ

た）子どもに接することがし

ばしばあります。、『お金のな

い時は、医者に連れて行きた

くてもがまんする』（中略）。

子どもの健やかな成長は、小

児科医のみならす県民すべて

の願いです。この点、長野県

としても、入院の医療費助成

を中学卒業までに対象を拡大

するなど、積極的に取り組ま

れていることに、心から敬意

を表するものです。しかし、

現行の自勤給付方式では、あ

る程度の現金がないと受診す

ることができす、貧困家庭の

子どもたちを医療から遠ざけ

ることになっています。」「子

どもの具合が悪い時には財布の心配をせすに受診できるように、窓□での自己負担金徴収もせす、

完全窓□無料とすることは、貧困対策としても、子育て支援としても、極めて重要な、優先順位の

高い課題であると考えます」とあります。

長野県下の小児科医の職能団体が行政機関等に「要望書」を提出されたのは、始めてです。現在

開会中の県議会でも紹介され、それへの対応等が問われています。（県議会での様子は、次号で）

みんなの願いは窓口無料 すすめる会ニュース 15-12 号
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